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1. はじめに 

1.1 災害時ミニブログの活用 
災害時の初期対応において、被災者に速やかな情報提

供を行うことは、被災者の状況判断や意思決定にとって

重要である。情報提供手段のひとつとして、ミニブログ

（マイクロブログ）が注目されている。2010 年 5 月 18
日より総務省消防庁がミニブログの代表的サービスであ

る Twitter 上に災害情報提供アカウント「FDMA_JAPAN」

を開設した[1]。2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震

災において、多くの公式アカウントの情報が実際に広く

活用されたほか、個人間の情報収集や提供が行われて、

見知らぬユーザ間での共助が注目された。多くの帰宅難

民が発生した東京では、災害状況、被害情報、鉄道の運

行状況、ホテルの空き室情報、緊急避難所として利用で

きる施設（都庁、区庁舎、ホテル、公民館など）などの

情報が交換された。収集された情報を集約して「togetter」
「Naver まとめ」などの情報サイトで公開する動きも自発

的に起きた。引用機能を使い、「拡散希望」と題して、無

料公衆電話のかけ方、災害伝言掲示板の使い方などの情

報が次々とアップされた。これらが混乱を収拾する一助

となったとされる。 
しかしその一方で、未確認の情報をあたかも事実であ

るかのように語ったものや、根拠のないデマ、当事者で

ないのに当事者であるかのようにふるまっているなり済

ましという問題が発生している[2]。また単なる引用や意

見への賛否の表明など、情報提供とは異なるツイートが

多数投稿されたことから、本来の有用な情報を探すこと

を妨げた点も指摘されている。 
本研究では、情報提供者による重要度の重み付けや位

置情報付加による周辺情報の可視化によって被災者の安

全確保をおこなうサービスの活用方法を検討する。特に

災害現場にいる被災者が現地の情報をより多く求めてい

ることと、位置情報付加による信憑性の向上を行う試み

や、アカウント自体に信憑性の割り当てをすることで、

デマの横行を可能な限り減らして周辺状況を素早く判断

できる枠組みを提案する。 
1.2 Twitter 

Twitter というのは 2006 年に Twitter 社が提供したミニ

ブログの一種である。発信者がツイート（Tweets）また

はつぶやきと呼ばれる短文（140 文字以内）を自分専用

のサイトに投稿すると、ツイートごとに固有の URL が割

り当てられ、他者はそれを自由に閲覧することができる。

日本では 2008 年からサービスが始まった。2009 年 10 月

に携帯電話向けサイトが開設された頃から大きく注目さ

れ、2010 年に爆発的に広がった。 
Twitter にはいくつかの特徴的機能がある。特定のユー

ザのツイートを常に閲覧したい場合には、「フォロー」と

いう機能で登録できる。タレント、政治家、有名人など

には多くのフォロワーがいる。フォローしている相手が

ツイートすると、自動的に自分のホームページに相手の

最新のツイートが表示される。特定の相手にのみツイー

トを送ることもできる。写真も添付できる。 
一方「キーワード検索」を実行すると、「キーワードを

含んだツィート」のタイムラインが生成され、「キーワー

ドを含んだツイート」を投稿・閲覧しているグループが

自然発生する。同じキーワードを含んだツイートを投稿

すれば、グループに参加することができる。「トレンド」

機能により、その時点で多く投稿されている「キーワー

ド」を知ることができる。 
RT（ReTweet）は他者に紹介したいツイートを引用す

る機能である。これにより関心の高いツイートはネズミ

算式に爆発的に広まることになる。 
Favorite は気に入ったツイートを登録する機能で、有益

なツイートはここに登録される傾向にある。この両者の
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数はツイートごとに集計が可能であり、これによるツイ

ートごとの注目度の高さを推定することができる。 
ハッシュタグはTwitter上でツイートに属性（カテゴリ）

を付けるための仕組みである。ツイートの中に#付きの文

字列を埋め込むことで、ツイートが特定のカテゴリに属

するものであることを通知でき、他のコメントと区別で

きるようになる。東日本大震災では Twitter 社が公式のハ

ッシュタグを決め、地震一般に関する情報は”#jishin”、避

難に関しては”#hinan”、安否確認は”#anpi”と告知された。 
Twitter は簡単に投稿できる点が悪用され、有名な団体

や個人になりすましたアカウントによる「なりすまし発

言」が問題となっている。成りすましを防ぐための機能

として、Twitter 側で本物であることが確認できたユーザ

に特別なマークを付与する「認証済みアカウント」があ

る。東日本大震災では経産省が、公共機関の Twitter アカ

ウントであることを証明するための認証スキームの提供

を行った。 
Twitter は確かに急速に広まり、様々な用途に利用され

るようになってきたが、考慮すべき点も多い。例えば、

高橋らの研究[3]によると、日本で投稿されるツイートの

ほとんどは東京であり、2 番目に多い大阪でも東京の 3
分の 1 以下でしかなく、もっとも少ない島根県は東京の

259 分の 1 であった。この数値は人口の差よりも大きく、

ツイートする文化というものがあり、少なくとも現在の

日本において、Twitter 上で有効なローカル情報を収集で

きるのは東京と大阪などに限られるのではないかと思わ

れる。 

2. 関連研究 

本章では、ミニブログを用いた災害関連の支援サービ

スのいくつかを紹介する。 
2.1 総務省消防局の FDMA_JAPAN 

消防庁では災害情報タイムラインを公開している（図

2）[1]。震度 5 強以上の大規模災害時に、消防庁が取りま

とめている災害情報を発信する。フォロワーから寄せら

れる災害情報のうち、地元消防からの報告がない重要な

情報については、確認した上で発信する。また誤った情

報が広まっているような状況では、正確な情報を広報す

る。 
2.2 ε-ARK プロジェクト 

2010 年度石川県防災総合訓練において、ε-ARK プロ

ジェクトが公開実験「ε-ARK と Twitter を活用した非常

時通信システムの外国人むけ検証」実験を実施した[4]。
ε-ARK は、スマートフォンをクライアントとしてだけで

なくサーバとして機能させ、WiFi による相互通信や 3G
通信などを用いたハイブリッドのアクセスポイント役の

端末を中継機としてインターネットと接続することで、

被災地での情報インフラを構築する。3G が通信できない

場合には、スマートフォンを簡易なメールサーバにして、

クライアントのメールを受け、3G につながる端末まで転

送することでメールの送受信を行う。ホストが災害にあ

った場合は、写真や文章を暗号化し、P2P で不特定多数

に送信し、受信側はそれをユニークな鍵で複合化する。 
今回の実験は、このようなε-ARKをベースとして、外

国人被災者の周辺に無料のネットワークアクセスポイン

ト（フリースポット）を出現させる。このとき、翻訳希

望を表すハッシュタグを用いて、善意の第3者に、ツイー

ト内容を他言語に翻訳してもらうことで、日本語を理解

できない外国人にも情報提供を行う試みである。 
2.3 ハイチ地震 

2010 年 1 月 13 日に発生したハイチ地震において、現

地の被災状況が数多くツイートされ、非常時におけるコ

ミュニケーションツールとして高く評価された。米テレ

ビ各局も、Twitter で投稿された被災現場の写真や被災状

況を紹介しながら報道を続けた[5]。Twitter で義捐金を集

める活動も注目された。Twitter 募金サイト上の赤枠から

ツイートすると、スポンサー企業が国際協力 NGO センタ

ーを通じて、ICA 文化事業協会や国境なき医師団日本な

ど、11 のハイチ地震支援団体に 1 円が寄付される。ツイ

ートできる回数は 1 アカウントにつき 1 日 1 回、投稿者

に金銭の負担は生じない。同様のサービスは東日本大震

災でも実施された。 
2.4 東日本大震災における公共利用 
東日本大震災において、市民だけでなく公共機関も

Twitter を利用した情報提供を積極的に行った。その理由

のひとつは、本庁舎が地震や津波の被害を受け、地域全

体が停電した地域では、自治体 Web サイトが使えなかっ

たことによる[6]。経済産業省によると、国や地方公共団

体などの公共機関の Twitter アカウント数は、震災前の 3
月が 121 だったのに対し、4 月 4 日時点では 148 とな

り、それまでは月間数件の増加であったのに比べると急

増したと言える。被災地外のデータセンターにサーバが

ある Twitter や SNS 系のサービスは、震災でも停止せず、

携帯電話のパケット通信サービスが利用できれば、情報

図 1 FDMA_JAPAN 
Fig.1 FDMA_JAPAN 



の更新・閲覧が可能だった。このような災害への耐性は

Twitter の大きなメリットである。 

2.5 災害時ミニブログの課題 
この様にミニブログはユーザ間のボランタリーな共助

が容易な協調作業支援メディアと言える。また平時から

活発に使われているサービスであるため、災害時でも効

果を発揮する。リアルタイムの情報を発信でき、特定の

人のツイートを時系列的にフォローできることから、テ

レビやラジオ、新聞などでは報道されない現場の詳細な

状況を知るための有効な手段として注目されてきている

[7]。 
しかし一方で、様々な課題も明らかになってきている。

例えばハイチ地震は世界初の「Twitter 災害」だと批判さ

れている[8]。災害時の Twitter の問題点は以下のように整

理できる。 
① 英語で発信されるツイートには世界中からサクセ

スがあるため、Twitter はクラウドや分散キャッシュ

型データベースの採用によりダウンしにくいよう

負荷分散されている[9]とは言え、サーバの処理機能

を超える場合には、サイトが閉鎖されてしまう可能

性がある。 
② ツイートの多くは、現場状況への共感や他サイトへ

のリンクであり、有用な情報は多くない。 
③ 多様な関心を持ったユーザから雑多な情報が発信

されるため、フォロワーにとって関心のあるツイー

トが続かなければ、関心が薄れるのも早い。 
④ 実際とは異なる風聞や誤情報が瞬間的に広まり、関

係者は対応に忙殺されることもある。 
⑤ ハイチ大地震で最も Twitter の恩恵を受けたのは、

Twitter から有用な情報を選び出すマンパワーをも

った主要ニュースメディアや、寄付を集めたい基金

と慈善団体、活動を宣伝したい政府機関だけとの指

摘がある。 
 Twitter が新しい情報収集手段として有用であるという

ことは事実であるので、以上のような問題点を念頭に置

いた上で、様々な状況での経験を積み、工夫を試みて、

どのような運用を行えば実効が上がるのか、課題を克服

できるのかを検討する必要がある。 

3. 提案 

3.1 周辺情報の収集提供手法 
Twitter を用いて、被災者の周辺状況に関する情報の提

供を行う。本システムでは 
① GPS による現在地の緯度経度からの情報収集 
② ツイート内の固有名詞の抽出による位置推定 
③ 遠隔地からの位置指定による情報提供 

の 3 通りの手段を用いて周辺情報の収集を行う。 
まず①ではツイートに位置情報を付属できる twitter の

基本機能を利用して、被災地にいるユーザから近況を報

告してもらう。GPS による現在位置情報を持つツイート

は、そのユーザの存在証明にもなり比較的信憑性の高い

ツイートとして取り扱うことができる。これらの位置情

報はユーザの安否確認も兼ねているが、屋内やビルの密

集地では正しい位置情報を取得できないことがある。 
それらの問題を解決するため②ではツイート中の地名

等から位置情報を推定する枠組みを導入する。Twitter で
はリアルタイム検索で特定のワードを含むツイートを抽

出する機構が備わっている。松井、安村らは街に着目し

たTwitterメッセージの自動収集と分析システムの提案と

試作[10]において地名など特定ワードからその地のツイ

ートの注目度や勢いなどを分析する手法を提案している。

これを活用して、位置情報がないツイートもどこを話題

にしたものか推定を行う。地名から緯度経度を算出する

手法は Geocodeing API を活用する。前述のハッシュタグ

で地名が指定されている場合は特に強調されている情報

として重みを置いておくが、通常の文章内の記述にも対

応する。しかしこの手法は情報提供者が当事者なのか第

三者なのか判断ができないため信憑性は低くなる。 
同様に③の遠隔地からの位置指定は、ツイートを投稿

する前に何処のことに関するツイートなのかユーザに地

図上で直接指定してもらってからツイートする形をとる。

これは②と同様の投降者が当事者なのか第 3 者なのか不

明であるという問題を孕んでいるが、ピンポイントで直

接座標を指定できるため位置に関する精度は疑いようが

ないという利点があげられる。②や③は情報の新鮮さや

経路において一定の難があるが、投稿者の GPS による現

在位置との兼ね合いからある程度の信憑性を推定できる

ことが可能である。これらの手法により、地図上に周辺

のツイートを可視化することができれば、ユーザは周辺

の情報を従来のように一々検索等で調査して場所を推定

する手間を省いて、直観的に把握することが可能になる。 
3.2 RT と favorite の取扱 

RT や favorite はそれ自体がデマであるかどうかを判定

する材料にはならない。なぜなら大半のユーザはそれが

デマであるかどうかを知るすべがなく、大量のツイート

がリアルタイムで流れる Twitter の性質上、ほぼ直観的に

RT や favorite を行うためである。したがってそれがデマ

であるかどうかを推定する枠組みが必要である。 
本システムではユーザが公式のものか個人の物かによ

るツイートの初期信憑性評価と、専門家、一般人による

ツイートのリスクコミュニケーションによる評価を用い

て総合的な信憑性判定を行う枠組みを提案する。具体的

には、公的機関のツイートは公式発表として高い信憑性

を持たせておく、公的機関でない個人のツイートは信憑

性を低めに抑えておき、ユーザ間によるコメントの評価

システムを新たに外付けしてその値による信憑性判定を

行う。その判定には専門家や一般ユーザにも参加しても

らい、デマの疑いがある場合はそれを指摘してもらうこ



とで、他ユーザにデマの可能性を指摘して、デマの拡散

を軽減する枠組みを構築する。 
3.3 情報ニーズの判定 

ユーザ毎に情報ニーズと言うのは異なる。特に観光客

などの地理が不案内な人々は、まず自分の宿泊先の安否

や同行者の安否を心配する傾向がある。故にそれらに関

連する情報に重きを置くのは重要である。Twitter ではフ

ォローする、フォローされているという関係性は相互で

はなく一方通行であるという特徴がある。つまりユーザ

は自分が興味ある人のツイートを自由にトップページに

表示して閲覧することができ、それに当人の承認は必要

ない。そのため、普段の使用においては友人や有名人の

ツイートをフォローすることで必要な情報を収集してい

るわけであるが、災害時はそれとは別の情報が必要とな

るために、そのための枠組みが必要である。 
本システムでは災害時用のカスタマイズページを用意

してそれらの問題に対応する。災害時には普段フォロー

しているユーザとは別に、現在地情報に応じた有益なフ

ォロワーの情報を提供する。宿泊地や近隣の避難所、ま

た訪れている観光地の担当アカウントがあればそれを優

先的に表示する機能を提供し、災害時用の緊急フォロー

ネットワークの形成を支援する。 

4. 今後の課題 

現在、位置情報を元にした周辺情報の分布を表示する

システムを作成中である。10m～1000m 単位で周辺情報

を表示する枠組みは既に完成しており（図 2）、今後はツ

イートの解析による固有名詞の位置推定と、遠隔地から

の指定座標への投稿の枠組みを模索中である。 
評価方法については、システムを使った実地調査とそ

の後のアンケート調査によるシステム評価を行う予定で

ある。テスト用アカウントを複数用意して、震度 7 クラ

スの地震が起こった想定で行動してもらう。その中で、

本システムと Twitter を比較してもらい、このシステムの

有用性を評価する。 
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図 2 周辺情報表示システム 
Fig.2 The Explore View System 
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